
※文字の大きさは Meiryo UI ／12 ポイント以上とし、行間・文字間、上下左右の余白は変更しないでください。 
※具体的に示したい図、写真、表、グラフなどは、（写真 1）（表 1）などと文中に記載し、右ページに（写真 1）（表 1）などと表記の上、貼り付けてください。 
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※いずれの場合も、必ずＡ３片面１枚におさまるように作成してください。ファイルサイズは５MB以下としてください。 

※事務局記入欄 

№ A-57 

【様式２】 

部門名：カリキュラム・マネジメント 
実践部門 

平成 30 年度 
第 4 回中堅教員研修 

エントリー名： 

青森県東通村立東通中学校  賀佐 誠 
平成 30年度第４回中堅教員研修 

活動名：  

カリマネによる生徒指導 
～組織的な対応による課題解決～ 

※どのような課題をどのような手法で解決したのか、わかりやすく伝える案件名を記入してください。 

解決すべき課題：※活動を行う前に、課題や目標をどのように設定しましたか？視点などを含めて記載してください。また、当機構主催研修

終了者は、研修から何を学んだかに触れつつ記載してください。 

若手教員が増加し、世代交代をスムーズに行わなければならない中、様々な生徒の対応に追われている。
また、本校も初任者から採用５年前後の職員が半分を占める。そこで、中堅教員研修で学んだ組織的な
PDCAサイクルによる「カリキュラム・マネジメント」で教師、生徒、保護者、関係機関の間でよりよく連携し、学校
生活の向上を図りたいと考え設定した。 

目標・方針：※課題を解決するためにどんなストーリーやシナリオを構想して、活動内容を組み立てたのか、記載してください。 

・自治的な生徒会活動と学期ごとの PDCA サイクルによる、居心地の良い学校づくり。 
・生徒指導部員による、本校いじめ防止基本方針の見直しといじめ対応マニュアルの作成による組織的対応。 
・適応指導委員会の実施による役割分担された組織的対応。 
・ケース対応会議における情報交換で関係機関との密な連携と組織的対応。 

活動内容：※目標・方針に基づいてどのような活動を行ったか、また、複数の活動を展開した場合はその位置づけや関連性を記載してください 

・アンケート調査を行い全校生徒の意見を生徒会行事に取り入れ、学期ごとに PDCA サイクルで充実を図る。 
・生徒会が制定した「生徒心得」のアンケートによる見直しと改善。全校生徒で情報端末機器ルールの策定。 
・いじめの早期発見・早期対応のための月 1 回のアンケート、SC との連携によるＰＤＣＡ。SOS の出し方講
座の実施。教師の SOS の受け止め方講座の実施。いじめ対応マニュアルの作成と組織的な指導・支援。 
・支援シートを利用した適応指導委員会の実施及び、組織的な PDCA サイクルの充実。 
・ケース対応会議で保健師、SSW、SC、村教委、小学校と連携し、職員で共通理解と校内組織との連携。 

活動の成果： ※課題設定に対して、どんな影響、変化あったか、参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 

・生徒の成就感を意識し、褒め称える場面を増やした結果、図１，２の「ア」「イ」の項目の数値が上がった。 
・生徒総会による話し合い、全校生徒のアンケートによって「自分たちが作ったルール」の意識が高まった。（図
３，写真１，図５） 
・SOSの出し方講座を行うことにより、生徒がSOSを出しやすくなった。また、月1回の生活アンケートでは生徒
の出したサインを見逃さず、学級担任がチャンス相談を行いその対応をアンケート用紙に書き込み保存。保存
方法はスキャナーで読み取り、ファイルで9年間保存(図４)。SOSを出した生徒は、学年全体で対応。場合に
よっては、生徒指導主事と組織的対応。若手教員は OJT により期対応や保護者連携について学んだ。 
・適宜、適応指導委員会を校長、教頭、生徒指導主事、学年主任、学級担任のメンバー構成で実施。各学
級の要支援生徒について童生徒理解・教育支援シートを利用して共通理解、組織的対応ができた。 
・ケース対応会議の内容を生徒指導主事がすぐに学年主任に報告し、次の方針を立てることができた。また、
翌日の職員朝会でも全職員で共通理解して対応し、問題行動を未然に防ぐことができた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度、箇条書きしてください 

・カリキュラム・マネジメントを生徒指導に生かすことができた。 
・アンケート関係は全てマークシートのソフトで集計し、事務整理の効率化を図ることができた。 
・若手や中堅、ベテランの職員が互いに学びながら、生徒指導上の諸問題を未然防止することができた。 
・生徒は、自分の意見が採用されるという責任感を持ち、生徒会行事に取り組むことができた。 

図１ 学校生活意識調査                  図３ 東通中学校情報端末機器のルール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 学校生活意識調査集計結果 

 

 

 

                             写真１ 情報端末機器ルール話し合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 生活アンケート 

図５ 情報端末機器ルールのアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標：世界中の人にみられてもいい 

〈時間について〉 

・使用時間は１０時までとする。 

・宿題などやることをやってから使用

する。 

・使用時間は１日２時間までとする。 

〈マナーについて〉 

・個人情報や悪口をかかない。 

・顔写真を載せない。 

・勝手に人の写真を載せない。 

・迷惑になる場所では使用しない。 

・ながら○○はしない。 

・勉強中は使用しない。 


